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アジアの大学生８０人が環境問題について学習し、交流を深めます 

中国で第３回「アジア学生交流環境フォーラム（ＡＳＥＰ）」を開催  
 

 

 公益財団法人イオン環境財団（理事長 岡田卓也 イオン株式会社名誉会長相談役、以下 

当財団）は、８月４日（月）より８日間、中国にて第３回「アジア学生交流環境フォーラム」

（Asian Students Environmental Platform（ＡＳＥＰ）２０１４）を開催します。 

 

 昨今、環境問題は国や地域に留まらず世界規模で深刻な影響を及ぼすものとなっています。

このような状況を受け、２０１０年１０月に名古屋市で開催された「生物多様性条約第１０

回締結国会議（ＣＯＰ１０）」において、当財団は国連生物多様性事務局と「環境教育の推進」

「植樹の実施」等について協力して取り組む覚書を締結しました。 

 この覚書に基づき、当財団は２０１１年に開始した「国連生物多様性の１０年」の推進と

グローバルな視野で活躍する環境分野の人材育成を目的に、２０１２年より１０カ年計画で

ＡＳＥＰを開催しています。ＡＳＥＰでは、アジア各国の大学生が集まり、各国の自然環境

や歴史・文化、価値観の違いを学びながら、生物多様性についてグローバルな視野で意見を

交換し合います。毎年新たな参加国を加え、１０年後には東アジアおよびアセアンすべての

国が参加するフォーラムへ発展させていく予定です。 

 昨年は、中国、日本、韓国、ベトナムの４カ国８０人の学生が韓国に集まり、「環境と人」

をテーマに考察を深めました。第３回となる本年は、新たにマレーシアの学生が参加し、  

５カ国８０人の学生が「水と人」をテーマに、湿地帯や砂漠、世界遺産である都江堰での   

フィールドワークなどを通じて生物多様性に関して学習し、交流を深めていきます。また、  

当財団が１９９８年より植樹活動を開始し、２００９年に１００万本植樹を達成した万里の 

長城において、植えた木々のメンテナンスを行う育樹活動を行います。 

 

 当財団は、ＡＳＥＰのほか、国内外の植樹活動、生物多様性に貢献する取り組みを表彰する、

「生物多様性日本アワード」（国内賞）、「The MIDORI Prize for Biodiversity（生物多様性   

みどり賞）」（国際賞）を隔年で開催し、生物多様性の保全とその持続的な利用を推進してい  

ます。 

イオンは、次代を担う子どもたちに美しい水と緑を届け、人と自然が共生する「夢のある

未来」を実現するために、これからもさまざまな取り組みを行ってまいります。 

 

 

【第３回「アジア学生交流環境フォーラム」（ＡＳＥＰ２０１４）について】 

１．日 時：８月４日（月）～８月１１日（月） 

２．場 所：中国（北京、天津、内モンゴル、成都） 

３．主 催：公益財団法人イオン環境財団 

４．共 催：清華大学、早稲田大学 

５．参加者：清華大学（中国）、早稲田大学（日本）、高麗大学校（韓国）、 

      マラヤ大学（マレーシア）、ベトナム国家大学ハノイ校（ベトナム）計８０人 

６．スケジュール：８月 ４日（月）       開講式 

         ５日（火）～１０日（日）フィールドワーク、講義、グループディスカッション 

１１日（月）       成果発表、閉講式 

 

 

 

 



◆プログラム詳細 

８月 ４日（月）開講式 

８月 ５日（火）天津都市計画展示ホール、湿地帯視察（天津） 

８月 ６日（水）オリンピック公園視察（北京）、草原視察（内モンゴル） 

８月 ７日（木）砂漠、人工林視察（内モンゴル） 

８月 ８日（金）都江堰、成都活水公園視察（成都） 

８月 ９日（土）ジャイアントパンダ繁殖研究基地視察（成都） 

８月１０日（日）万里の長城記念育樹、イオンモール北京国際商城視察（北京） 

８月１１日（月）成果発表、閉講式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

【「国連生物多様性の１０年」への取り組みについて】 

◆「The MIDORI Prize for Biodiversity（生物多様性みどり賞）」（国際賞） 

「国際生物多様性年」である２０１０年、当財団が同年に２０周年を迎えたことも記念し、

「The MIDORI Prize for Biodiversity（生物多様性みどり賞）」を創設しました。当賞は、

生物多様性の保全と持続可能な利用等に関し、世界、地域または地方レベルで顕著に貢献し

ている個人を表彰しています。また、すぐれた業績を紹介することで、生物多様性に関する

積極的な活動を支援し、人々の認識を高めることを目的としています。 

 今年度は１０月中旬、生物多様性条約第１２回締約国会議（ＣＯＰ１２）に開催に合わせ、

韓国・平昌で授賞式を実施する予定です。 

 

◆「生物多様性日本アワード」（国内賞） 

 ２０１０年に生物多様性条約第１０回締約国会議（ＣＯＰ１０）が開催されることを契機に、

前年の２００９年に生物多様性の保全とその持続可能な利用を推進することを目的に創設

しました。当アワードを国内賞、「The MIDORI Prize for Biodiversity（生物多様性みどり

賞）」を国際賞として、隔年で交互に実施しています。 

 

ＡＳＥＰ２０１３の様子（韓国にて開催） 


